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はじめに
　現在、保健医療福祉を取り巻く環境は、少子高齢
化の進展、医療の高度化及び医療提供の場の多様化
により変化し続けている。その時代の変遷により看
護教員には今後ますます幅広い役割を担っていく事
が期待される。その中、平成22年「保健師助産師
看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する法
律の一部を改正する法律」が施行されることとなり、
新人看護職員の卒後研修が努力義務化となるってい
る。しかし、臨床の現場では新人看護師の早期離職や、
教育、指導に直接関わっているスタッフの離職を目
の当たりにしている。そして私自身、指導や教育に
悩み苦しむ時期があった。そこで今回、自分の教育・
指導の在り方、そして看護教育とは何かを明らかに
する為に神奈川県立保健福祉大学実践教育センター
の看護教員養成コースーで1年間看護教育の基礎を
学んだ。
1目的
　1．看護教育とは何かを明らかにする。
　2．自己の教育観、人間観、看護観を見つめ直す。
皿方法
　1．研修期間：平成21年4月～平成22年3月
　　1）神奈川県立保健福祉大学理念：「保健・医療・
　　　福祉の連携と総合化」「生涯にわたる継続教育
　　　の重視」「地域社会への貢献」
　　　　実践教育センターが目指すもの：「生涯にわ
　　　たる継続教育の重視」を具体化し現任教育を
　　　担う人材育成を目指す。
　2．カリキュラム
　　教育目的：看護教育・管理に必要な知識・技術
　　を習得し、豊かな人間性を養うことにより、看
　　護教育・管理に貢献できる人材を育成する
　　基礎分野：自分自身を含めた人間存在の意味を
　　様々な学問視点から追究する（表1）
　　教育分野：看護教育の基盤となる基礎的な在り
　　方について学び、授業をデザインすることを通
　　して教育実践の本質を考察する（表2）
　3．専門分野
　　1）看護専門科目：看護の動向や看護実践の中
　　　心的要素を学び、自己の看護実践を評価する
　　　ことを通して、看護そのものの理解を深める。
　　2）看護教育専門科目：看護教育の原理や内容
を学び、看護教育実践の基本的事項を習得し、
発展させるための課題を明らかにする。その
過程を通し、自分自身の看護教育観を深める。
3）看護教育実習：看護基礎教育の実際を体験
する中から、看護教育実践の基本的事項を習
得し、看護教育実践能力を発展させるための
課題を明確にする。
4）看護教育実習：研究の意義や方法が理解で
き、看護教育の課題を研究的技法で明確にす
るプロセスが理解できるとともに、研究的態
度が継続できる。
5）看護管理：看護管理の基本的概念を理解し、
管理に必要な基礎的能力を習得する。
皿考察
　これらのカリキュラムを行い、グループワークや
様々な体験学習などの経験から、これまでのものの
見方、捉え方を考えさせられる機会を多く持った。
これは自分自身と向き合うことがさけられないこと
を意味しているのではないかと考えられる。そして
自分自身と向き合うことは、自己を客観視し、その
ような自分をしだいに受け入れられ、他者をも受け
入れられていく自己を再発見する。その過程におい
て周囲の人に支えられ、ともに学んだ仲間からの支
援が多くあった。自分の考えを決して否定すること
なく思いや気持ちを尊重しあう相互関係によって自
分自身と向き合いそして自分自身を知り、そのよう
な自己を受け入れられることで、他者をも受け入れ
られるのではないかと考える。それは教育において
学生との関わりをもつ意味では重要なのではないか
と考える。
　またその過程を通しながら自分自身と向き合う過
程で、同時に自己の看護実践の経験の意味を深く考
える機会でもあった。繰り返し自己の看護観を問い
かけることを通して、何が看護なのかを自問自答し、
様々な講義や演習を通して自分自身の看護の再構築
につながったのではないかと考える。この過程は、
自分自身の看護実践の「臨床の知」を明らかにする
ことなのではないかと考える。
　さらにこれらの経験の意味づけを、カリキュラム
の中で幅広く講義され、新たな知識の習得が根拠と
なり、様々な考えに触れることで、自己の考えを創
造することや、論理的に考える過程を理解すること
に繋がり、今まで経験した看護実践を語る力を得る
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ことにつながっていると考えられる。この語る力は
看護実践力を高めるだけでなく、自己の看護を振り
返る、内省する働きがあり、看護観の再構築、さら
に質向上へとつながるのではないかと考え、看護教
育を実践する者として、看護を目指す後輩に伝えて
いく力の源となるのではないかと考える。
　これらの学びの過程には、経験を意味づけ臨床の
知を明らかにすることと同時に、様々な人々との相
互関係からの学びがあった。自分自身の学習の中で
行っている判断、行為の評価は自分自身が評価しな
しなければならず、自分自身がその「答え」を導き
出さなければならない。自分自身と対面することは、
時には苦痛であり、目をそむけたくなる。しかし様々
な人々、教員はそれを支え、支持し、共感してくた
ことで、自分自身としっかり向き合い自分自身を受
け入れられていく。そうした過程を踏むことによっ
て、自分自身を客観的に判断し、今自分は何をしな
ければならないのかを自分自身で見つけていくこと
が出来るようになる。そうすることで、自分自身の
成長が見え次のステップを踏み出すことができるの
ではないかと考える。
　これらの学びを通して、キーポイントとなるのが、
相互関係、共感、支持、尊重、自己を振り返る。そ
して自己の成長を可視化し次の実践へつなげていく
ことである。
　看護は人間を対象とするヒューマン・ケアリング
と言える。ケアリングは人に関心・興味・気遣いを
示し、その関係性から自己の存在に気づき、お互い
が自己成長するものとされている。これらの学びの
過程で相手に関心を示し、尊重、共感する態度、そ
の関わりの過程の中で自己の存在に気づき、ものの
見方、考え方が変化している自分がいた。つまり、
ケアリングが存在していた。ケアリングの定義はま
だ統一されておらず、様々な理論家が論じているが、
ここでは日本看護協会の主要な用語解説から引用す
る。ケアリグは対象者との相互的な関係性、関わり
合い、気づかいや配慮が援助行動に示されそれが対
象者にとって何らかの意味を含み、そして、対象者
の尊厳を守り大切にしょうとする看護職の理想・理
念・倫理的態度、さらにケアリングはケアされる人
とケアする人の双方の人間成長をもたらすことが強
調されると言っています。これらから学びの過程と
比較すると、明らかにケアリングの存在があること
に気づいた。
　現代は情報化社会、核家族化により生活体験の希
薄さから、他者との人間関係の構築が難しい学生や、
他者への関心の弱さを感じる学生もいる。看護の対
象である人に関心を示し、問題解決の思考過程を踏
み、対象理解を深めていくためには、ヒューマン・
ケアリングは看護実践を育む上では看護教育におい
て重要なのではないかと考える。
　今日、ケアリングが見直されてきている。看護実
践場面はもちろんのこと、看護教育場面でもケアリ
ング教育が導入されはじめている。看護教育の場面
でも、臨床の場面でも中心となる対象は人喰である。
基礎的知識・技術は勿論のこと、その中で繰り広げ
られる関わり合いも教育の一環であるのではないか
と考えられる。日々繰り返される学生、患者、スタッ
フとの関わり合いこそが教育に繋がるのではないか
と考える。その過程の中で何を看護としていくのか
を共に考えて行くことが必要である。看護師という
職業を選択し学習に臨んでいる学牛の学びを自己で
掴んでいく過程の中で教員は個々の学生が今どのよ
うな状況、あるいは状態にあるのかを理解し、その
時々で必要な支援を行う必要性があるのではないか
と考える。そのためには相手に関心をむけ、尊重、
共感し何を看護とするのかを共に学ぶことを通しな
がら個々の学生自身の学びを支えていく必要性があ
ると考える。
IV今後の課題
　現在、臨床で新人看護師、スタッフと関わりを持
ち患者・家族のケアにあたっている。看護師は日々
の業務に追われ、自分の立ち位置を身うしないがち
なのではないかと思う。看護師の育成という視点か
ら何が必要とされるのか考えた時に、臨床で培って
きた実践を「臨床の知」としていく作業が看護の意
味づけとして重要になってくるのではないかと考え
る。それは「看護を語る事」なのではないかと考え
ている。この語る力は看護実践力を高めるだけでな
く、自己の看護を振り返る、内省する働きがあり、
看護観の再構築、さらに質向上へとつながるのでは
ないかと考え、看護教育を実践する者として「語る
こと」を課題にしたい。
V結論
　1．看護教育において自己と向き合うことは、看
　　護実践を振り返り、「語る」ことで看護観の形成、
　　及び看護観の再構築につながるため重要である。
　2．看護教育においてケアリングは、日々繰り広
　　げられる関わりの中自己成長していくため重要
　　である。
　3．今、その時を大事のにし、看護とは人間とは
　　教育とは、を問い続けることが教育において重
　　要であり、また看護専門職の位置を明確にでき
　　る一つの手立てなのではないかと考える。
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表1　基礎分野カリキュラム　　　　　　　　　　　表3．専門分野
分　野 科　目 時　間
ヒューマン・サービス論 15 分野 科　目
時間 分野
科　目
時間
哲学 15
人間関係論1 30
専門
看護教育論 30
専門 実習
看護教育実習 90
人問関係論1 15
基　礎 倫理学 15
看護教育専門
論理学 15 看護教育課程 60
看護教育研究
菇@ 45
生涯人間発達論 15
看護教育研究
情報科学1 15 在宅看護論演習 30 看護教育研究v画 30情報科学H 15
表2．教育分野カリキュラム
看護教育課程
縁K1 45
看護教育研究
縁K 45
分　野 科　目 時　問
教育原理（教育本質論） 30
看護教育課程
縁KH 90 看護i管理概説 20
教育方法
看護管理
30
教育分野
教育心理 15 看護教育方法 90 看護専門職論 40
教育評価 15
看護教育方法
縁K 90
ヘルスケア提
气Vステム論 20
看護教育評価 30 看護サービス?沽_ 60
看護学校経営 15 グループマネWメント 40
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